




Soichiro Honda's Production Philosophy and HONDA Engineering




　The production philosophy of Soichiro Honda who is the founder of HONDA has been 
succeeded to today’s HONDA manufacturing system.  It is HONDA Engineering that has been 
most strongly inﬂuenced by the Soichiro Honda’s manufacturing know-how.
　Soichiro Honda's production philosophy is based on his experience of repairing cars and 
working experience at his piston ring factory during prewar days, and his various devices to 
the process of the motorcycle production after the war.
　In this paper, how the production philosophy has been succeeded and the diﬀerence between 
Honda and Toyota manufacturing system is discussed.
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観 ・・・ 現場を自分の目でよくみること 観察，観賞
↓
看 ・・・ 相手の変化をじっくりと追跡すること 看破，看護
↓





関 ・・・ 集めたデータを関連づけ，総合して考えること 関連，関節
↓






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鈴木茂正（ホンダ EG 専務，調査時は主席技師），伊藤洋（ホンダ EG 取締役，現在は東京大学
ものづくり経営センター特任研究員）のほか，EG の監査役でホンダの役員待遇の森潔技師長に
よる。
　トヨタ生産方式の調査については，常務取締役を経てジェイテクト（光洋精工）の社長，会長
をされ，現在は名誉顧問の坪井珍彦氏に多大な高配を得た。具体的にはトヨタを経て，光洋精工
に移籍した TPS の伝道者である富森技監に本質部分を教えて頂いた。具体的な手法は2003年の
英国短期留学中に，ジェイテクト（光洋精工）英国の横山社長の協力を得て，TPS の現実を知
ることができた。
　英国工場は日本から中間材を海上輸送して現地で加工した部品と組み合わせ，ボールベアリン
グを組立て，EU域内に販売していた。日本から仕入れた中間材の在庫は当初２カ月分もあったが，
それを半月分の在庫に減らすことを目標としていた。そのためちょうど現地従業員へのトヨタ生
産方式の仕掛け作りを調査する機会を持つことができ，月に３回程度のペースでバーンズレーに
ある工場を訪ね，実情を見学させて頂いた。この成果も早くまとめたいと考えながら今に至って
いる。なお，本研究をまとめるに際し，2008年度の本学分野別研究の助成を得た。
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